




　本報告書では、東京エレクトロングループの社会的責任についての考えと、





います。その企業文化を私もきちんと引き継いでい

かなければならないと思っています。

低消費エネルギー型の技術で、
私たちが社会をリードします。
竹中　私が入社してからの25
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人材育成の基本理念
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　金融に端を発した経済危機は、世界の実体経済に大きな影響

を与えています。企業の多くが業績を悪化させ、特に製造拠点

を抱えている事業者は先行きが見えないなかで苦闘していま

す。欧米やアジアなど、グローバルに事業展開する東京エレクト

ロンも例外ではなく、2009年3月期のグループ連結売上高は前
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マネジメント □2015年の環境負荷半減に向けて
  



「環境・社会報告書2008」社内アンケート集計結果
2008年9月に発行した「環境・社会報告書2008」では、社員に広く知ってもらうために、国内、海外を含め

全員に紙冊子にて配布し、
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